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研究成果の概要（和文）：　研究の全体構想に基づいて,大学教授職（アカデミック・プロフェッション, AP）の全体
像を国際比較研究によって体系的に究明した。
　具体的には、世界最初の大規模なAP国際調査であるカーネギー調査（1992）を踏襲した世界の19カ国を対象としたCA
P調査(2007)やアジアの6カ国を対象としたAPA調査(2012)から得たデータを用いて各国の大学教授職のモデルを徹底分
析した。

研究成果の概要（英文）：   Whole image of the academic professions (AP) was studied systematically by an i
nternational comparison on the basis of a total framework of research.
   Specifically, the academic professions of each country was thoroughly analyzed using data obtained from
 CAP investigation (2007) for 19 countries and APA investigation (2012) for Asian six countries.
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様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９、Ｚ－１９（共通） 

１．研究開始当初の背景 
①本研究の中枢概念 APに関する内外の研
究は ,1940 年代の L.Wilson,1960 年代の
T.Caplow=R.McGee, 新堀などに淵源し,主
要には 1980 年代から B.Clark, P.Altbach,  
W.Cummings,T.Becher, .Kogan,M.Finkelst
ein, 新堀 , 山野井らを中心に発展した
（B.Clark[1987]Academic Life；P.Altbach 
ed.[1996] The International Academic 
Profession；P. Altbach and M. Finkelstein 
[2002], The Academic Profession; 新堀通也
[1964], 『日本の大学教授市場』, 同編[1984], 
『大学教授職の総合的研究』；山野井敦徳
[2007], 『日本の大学教授市場』）。 
本プロジェクトの研究代表者＝有本(以下,
代表者と略)はかかる国際的動向を踏まえ,い
ち早く 1960 年代から AP 国際比較研究を開
始した（新堀通也・有本章[1969]「大学教授
の経歴型の国際比較」（社会学評論）；有本
[1981]『大学人の社会学』；有本[2004]『大学
教授職と FD』；同編[2008]『変貌する日本の
大学教授職』）。その間,科学社会学の知識論的
方法論の AP 研究への活用が重要性を増し, 
J.Ben-David, T.Becher, M.Kogan, B.Clark, 
S.Parry などの先行研究が展開された
（ T.Becher [1989]Academic Tribes and 
Territories; B.クラーク（有本訳）[1994]『大
学組織の比較社会学』；同[2004]（有本監訳）
『大学院教育の国際比較』；S.Parry[2005] 
Disciplines and Doctoratesなど）。代表者は
1970 年代から同様の取組みを開始（有本章
[1987]『マートン科学社会学の研究』;同編
[1996]『学問中心の研究』）。そして,カーネギ
ー14 ヵ国[米,英,独,蘭,露,スウェーデン,メキ
シコ,ブラジル,チリ,豪,韓,香港,イスラエル,日
の 13カ国 1地域]調査(1992),それを踏襲した
日本調査（2007）及び上記の CAP（Changing 
Academic Profession）19カ国調査(2007)を
日本代表として実施し成果を公表してきた
（P. Altbach ed.,1996;有本・江原編,1996；
有本編,2008；RIHE International Seminar 
Reports,2009；Springer CAP Series,2009
～）。 
②本プロジェクトは以上の先行研究･調査
等を踏まえ,特に CAP 国際調査(2007)の発展
的継承を企図する点に主眼と特徴がある。前
回のプロジェクト（基盤研究 A）「21 世紀型
アカデミック・プロフェッション構築の国際
比較研究」（2006-2009年度）では,APの世界
モデル（ドイツ型＝G型・アングロサクソン
型＝AS型・ラテンアメリカ型＝LA型やシス
テム・モデル（アメリカ型・日本型等）の[構
築]（construction）に焦点化したが,本プロジ
ェクトではそれらの[展開](development)に
焦点化し,CAP調査から得られた,諸領域（研
究・教育・サービス・管理運営などの学事,
キャリア・パターン,学問的生産性,FD,学閥,
スカラーシップ＝学識,質保証・評価等）に関
わる各国固有システム・モデルの展開過程を
縦軸(歴史)と横軸（現状）から比較研究する。 

 
２．研究の目的 
主題は 21 世紀型 AP の内外における展開
過程に関する比較研究による解明である。専
門職たる APは社会・政府・知識・大学など
様々な要因との相互関係によって規定され,
新たな使命・役割・機能を創造的に遂行して
いる（図１）。その際,世界・国家・機関・組
織の各レベルに対応した APのシステム・モ
デル（類型）が形成される構図の中で, CAP
調査(2007)は次の諸点を解明した。 

 

 
第 1 に,中世大学の原型の影響を受けて形
成された G型・AS型・LA型などの APの世
界モデルが変容する事実。管理運営,キャリ
ア・パターン,研究・教育志向（学識）,学問
的生産性等の変化が顕著だが,スカラーシッ
プ＝学識に限定し研究･教育志向を事例にす
ると, 研究志向＝G 型の独・日・韓は原状維
持,半々志向の AS型の英・豪・香港などや教
育志向＝LA型のアルゼンチン,メキシコなど
は研究志向へ同調を深めた。 
第2に,世界モデルの下位に,米国型,韓国型,
日本型など各国固有のシステム・モデルが研
究・教育・サービス・管理運営などに即して
存在する事実。再び研究･教育志向を事例に
すると,世界モデルでは G 型に属する韓国は
研究志向を強め,日本は模様眺めであるのに
対して,AS 型の米国は教育志向を強めた。な
ぜそのような固有性を発揮するのか,CAP 調
査では不可能な原因究明を今回はシステ
ム・機関・組織に照準して独自の展開過程を
見極める作業が不可欠である。 
第 3に,システム下部の機関・組織レベルに
おけるセクター・セクション類別などに即し
た多様なモデルの構築する。やはり研究･教
育志向を事例にすると,フンボルト理念に反
して世界的に研究と教育の乖離化が進行，そ
の背後にシステム固有の力学が作用してい
る事実が存在している。 
かくして,かかる CAP調査結果を踏襲しつ
つ,本研究は各システム・モデルを縦軸・横軸
から比較考察すると同時に,以下の通り,シス
テム間の異同メカニズムを機関・組織に即し
て分析する。 
 
３．研究の方法 
今回のプロジェクトでは,2010年から 2014

 

図１ 大学教授職の環境変化 
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年までの 4年間に以下の 7つの研究活動を展
開した。 
(1)有識者調査 
(2)APA(Academic Profession in Asia)調
査 
(3)外国訪問調査 
 (4)国内学会報告  
(5)国際学会等報告  
(6)APA 国際セミナー開催 
(7)Changing Academy Series 出版 
 
 特に、 
(1)前回の助成金を受けて日本の医師。弁
護士、企業(社長・総務部長)、国家公務員、
地方公務員を対象として 2008 年に実施した
「大学教授職に対する有識者調査｣(有識者
調査)を、大学教授職にも実施し、有識者と
大学教授職の意識の違いを確認した。 
(2)アジア 10ヶ国（日本、中国、台湾、マ
レーシア、カンボジア、ベトナム、シンガポ
ール，インドネシア、タイ、インド）が集ま
って同一の調査「アジアにおける大学教授職
に関する調査」（APA 調査）を作成し、2012
年から実施した。現在、6 ヶ国から集まった
データの分析を始めた。 
(3)前回の助成金を受けて 2008 年に 19 ヶ
国で実施した「大学教授職の変容に関する調
査」(CAP 調査)によって収集した 25,938 件の
データベースの再分析とその知見を補うた
めの訪問調査を行った。 
(6)これらの調査を計画・調整・実施・分
析結果の検討を行うために、国内・外の共同
研究者が集まって会議を開催した。 
 
４．研究成果 
上記 7つの活動について以下の通り成果を
得た。 
(1) 有識者調査 
大学教員を対象として、大学教員のイメー
ジや理想像などに関するアンケート調査を
実施するとともに、2009 年 12 月～2010 年 2
月に、医師、弁護士、会社社長、国家・地方
公務員などの有識者を対象に実施した「大学
教授職に関する有識者調査」(質問紙調査)を、
大学教員を対象として実施し、その調査結果
を比較検討した結果、次の点が判明した。 
①大学教員に対するイメージとして、大学
教員も有識者も「学歴が高い」を 1位に指摘
した。 
②「世間から受ける尊敬が大きい」との大
学教員イメージを抱くのは、大学教員よりも
有識者の方が強かった。 
③大学教員の方が「責任が大きい」「精神
的なストレスが大きい」「大学教員は、学生
の人格を重んじ、学生の自由な学習を支援す
べきである」「教育よりも研究に関心をおく
べき」等ではイメージが強かった。 
④社会サービス活動の多くについては有
識者の方が必要性を感じていた。 
(2)APA（Academic Profession in Asia）

調査（アジア 7カ国実施,質問紙等調査） 
日本の大学教員を対象として、専門的活動
(教育･研究･社会サービス等)に関する意識
や行動に関する調査を実施した。6282 人に配
布し 1045 人から回答があった（回答率は
16.6％）。1992 年時の大学教員の特徴と比較
して、この度の調査(2011 年調査)では次の
12 点が判明した。 
①大学教員に占める女性比率が約2倍に増
加した。 
②博士学位取得者比率が増加した。 
③任期付雇用者が急増した。 
④大学院課程教育を担当する教員が増加
した。 
⑤現在の学生の質を 5年前と比べた場合、
悪いと回答する教員比率が増加した。 
⑥教育・研究条件の改善が認識されていた。 
⑦専門分野での研究者としての訓練につ
いて、「よい」を選択した教員比率が高くな
っていた。 
⑧学期中の研究時間数は有意に減少した。
⑨教育活動の評価が進展した。 
⑩交付研究費額が増加していた。 
⑪研究成果量が増加していた。 
⑫海外で開催された学会や学術会議への
参加回数が倍増していた。 
(3)アジア 6カ国調査 
社会の国際化・情報化・高度化など，近年
の高等教育を取り巻く環境の変化は，大学教
員の意識や行動に強い影響を与えてきたも
のと思われる。この実態をアジアレベルで明
らかにするため，アジア 8ヵ国（日本，中国，
台湾，マレーシア，インドネシア，ベトナム，
カンボジア,シンガポール）の高等教育研究
者が集まって「アジアにおける大学教授職の
変容に関する調査」を実施した。 
8 ヶ国の内，インドネシアとシンガポール
を除いた 6ヶ国を比較することを通して，こ
の6ヶ国の大学教授職の特徴を記述するとと
もに，この 6ヶ国の中での日本の大学教授職
の特徴を明らかにした。各国の有効回答者数
は，カンボジア 531 名，中国 2480 名，台湾
412 名，日本 1048 名，マレーシア 660 名，ベ
トナム 800 名である。以下の９点が明らかに
なった。 
①大学教員の女性比率は日本が 15.3％で
アジア 6カ国平均 37.0%よりもかなり低くな
っていた。 
②大学教員の 50 歳代以上の比率は、日本
が 45.7%でアジア 6カ国平均 21.8％を大きく
上回っていた。 
③博士号取得率は、日本が 81.6%で、アジ
ア6カ国平均の50.9％を大きく上回っており、
9割以上の教員が博士号を国内で取得してい
た。 
④日本の大学教員の研究志向はアジア6カ
国中最も高くなっていた。 
⑤教室，実験室，図書館，教育用機器，コ
ンピューター機器，通信設備，教育支援スタ
ッフの７項目についての状況を尋ねた結果、



日本はすべての項目で良好の割合が最も低
くなっていた。 
⑥日本は、研究活動を評価してもらうこと
を強く期待する教員比率が高くなっていた。 
⑦研究時間数を尋ねたところ、学期中も休
暇中も日本が最長であった。 
⑧研究成果については、「論文」「学会発表」
「芸術活動」において日本が 1 位であった。 
⑨日本の教員は、「自分の専門分野の発展
についていくには，外国の書物や雑誌を読む
必要がある」と回答した割合は最高（93.0%）
で，逆に、「本学のカリキュラムはもっと国
際的視野から編成されるべきだ」と回答した
割合は最低（48.4%）であった。 
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